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一度は衰退した保存会
　保存会の前身である同好会に父が入っていて、自分も３歳で
舞台に立ちました。当時は人数も多く、盛んに活動していまし
た。その後、高齢化により保存会の存続も危ぶまれましたが、
昨年度、久しぶりに市の伝統芸能大会で演目を披露できました。
すると会員から、やっぱり宮盛座でやりたいとの声が上がり、
今回の自主公演につながりました。
再び宮盛座に活気を
　公演に向けて家で資料を整理していると、古い写真が出てき
ました。写真の宮盛座は満席で、観客の声援や拍手が聞こえて
くるようでした。今、こうしてまた宮盛座での公演に向けて動
き出すことができ、本当にうれしいです。
楽しむことが原点
　保存会には、中学生が２人入っています。彼女たちは、小学
校の歌舞伎クラブが楽しくて続けたいと思った、と話します。
自分たちが楽しみながら演じ、それを地元の人たちに見てもら
うのが地歌舞伎の原点。興味を持ったら続けられる道筋ができ
たので、公演を続けながら、伝統を伝えていきたいと思います。

地
歌
舞
伎
と
は

　「
歌
舞
伎
」
は
、日
本
の
伝
統
芸

能
の
一
つ
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
で
は
、「
地
歌
舞
伎
」
と

は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
地
歌
舞
伎
と
は
、
プ
ロ
の
歌
舞

伎
役
者
で
は
な
く
、
地
元
の
人
た

ち
が
演
じ
る
歌
舞
伎
の
こ
と
。
江

戸
時
代
、
歌
舞
伎
役
者
に
憧
れ
た

地
方
の
庶
民
が
、
自
ら
演
じ
て
楽

し
む
よ
う
に
な
っ
た
の
が
始
ま
り

で
す
。

　
江
戸
後
期
か
ら
明
治
初
期
に
か

け
て
最
も
盛
ん
だ
っ
た
と
い
わ
れ

神
社
の
祭
礼
で
披
露
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
、
各
地
に
芝
居
小
屋
が
建

て
ら
れ
、
庶
民
の
娯
楽
の
一
つ
と

し
て
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

美
濃
地
方
の
地
歌
舞
伎

　
今
、
岐
阜
県
は
、
全
国
的
に
も

地
歌
舞
伎
が
盛
ん
な
地
域
と
し
て

知
ら
れ
、
30
の
団
体
が
地
歌
舞
伎

の
保
存
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
市

内
に
も
、
市
文
化
振
興
会
に
所
属

す
る
保
存
会
が
８
団
体
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
伝
統
の
保
存
と
継
承
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
地
歌
舞
伎
の
伝
統
を

伝
え
る
人
、
受
け
継
ぐ
人
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
、
地
歌
舞
伎
の
魅
力

を
伝
え
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

す
。

伝 える

未来につなぎたい

地歌舞伎の魅力

宮盛座で公演を続け、伝統を伝えていきたい

三郷歌舞伎保存会副会長・堀川和
かずひろ

宏さんは、高齢化により停滞して
いた保存会活動を再び盛り上げたいと尽力。公演に向け準備を進め
ています。堀川さんの地歌舞伎への思いを聞きました。　

　
　
　
歌
舞
伎
を
取
り
巻
く
環
境

　
　
　
は
、
他
の
伝
統
芸
能
と
同

様
に
厳
し
い
の
が
現
状
で
す
。

高
齢
化
や
社
会
の
変
化

　
か
つ
て
市
内
各
地
で
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
た
公
演
は
、
高
齢
化
や

担
い
手
不
足
か
ら
回
数
が
減
り
、

各
地
域
に
あ
る
保
存
会
の
会
員
も

減
っ
て
い
ま
す
。
特
に
若
い
世
代

の
参
加
が
少
な
く
、
伝
統
を
引
き

継
ぐ
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
の
多
様
化
に
よ
り
、
伝
統
芸

能
へ
の
関
心
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
こ

と
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退

に
よ
り
、
文
化
が
維
持
さ
れ
に
く

く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
理
由
に
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

各
保
存
会
の
模
索

　
そ
ん
な
中
で
も
、
各
保
存
会
で

は
、
何
と
か
伝
統
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
郷
歌
舞
伎
保
存
会
は
、
10
年

以
上
に
も
わ
た
る
空
白
期
間
を
経

て
、
令
和
４
年
、
地
域
に
向
け
て

改
め
て
保
存
会
へ
の
協
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
会
員

が
増
え
、
本
年
３
月
２
日
㈰
に
は

地
元
に
残
る
宮
盛
座
で
、
自
主
公

演
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。 地

　
　
文
化
課
志
２
６
―
２
１
５
３

問

せりふの稽古ポーランド共和国との交流会県表彰を受賞地域の方の協力で体育館に花道を設置清流の国ぎふ文化祭での体験コーナー本市出身の歌舞伎役者、中村いてう氏

古い写真
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。。

受 け継ぐ

飯地五毛座歌舞伎保存会・纐纈ほのかさんは、大学３年生。子ど
もの頃から舞台に立ち、いつしか地歌舞伎の沼にはまった一人で
す。大学で地歌舞伎を学ぶ纐纈さんの挑戦と思いを聞きました。

の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
」
と
強
く

思
い
な
が
ら
演
じ
ま
し
た
。
せ
り

ふ
も
多
く
大
役
で
し
た
が
、
終
え

た
と
き
は
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た

地
歌
舞
伎
を
学
び
た
く
て

　
高
校
生
に
な
り
進
路
を
考
え
た

と
き
、
地
歌
舞
伎
を
も
っ
と
学
び

た
い
と
、
日
本
の
伝
統
文
化
が
学

べ
る
大
学
を
選
び
ま
し
た
。
偶
然

に
も
、
大
学
は
、
瀧
夜
叉
姫
の
物

語
の
地
だ
っ
た
ん
で
す
。「
筑
波
山

を
舞
台
に
し
た
瀧
夜
叉
姫
を
、
筑

波
で
上
演
し
た
い
」
と
受
験
の
面

接
で
訴
え
ま
し
た
。
そ
の
夢
は
２

年
生
の
と
き
に
実
現
で
き
ま
し
た

地
歌
舞
伎
を
知
ら
な
い
人
に
も
ま

ず
は
見
て
も
ら
い
た
い
と
、
自
分

た
ち
で
台
本
を
書
き
、
衣
装
を
買

地
歌
舞
伎
と
の
出
会
い

　
飯
地
で
は
、
小
学
校
３
年
生
に

な
る
と
、
コ
ミ
セ
ン
の
子
ど
も
歌

舞
伎
講
座
に
参
加
で
き
ま
す
。
私

も
、
み
ん
な
が
や
っ
て
い
る
か
ら

と
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
お
ひ
ね

り
が
飛
ん
で
く
る
の
が
う
れ
し
か

っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
中
学
２
・
３
年
生
の
夏
休
み
に

自
由
研
究
で
飯
地
の
地
歌
舞
伎
を

調
べ
、
高
齢
化
な
ど
で
、
そ
の
伝

統
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
難
し
い

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
３
年
生
の

と
き
に
は
、
公
演
で
初
め
て
主
役

（
瀧た

き

夜や

叉し
ゃ
ひ
め姫

）を
演
じ
ま
し
た
。
自

由
研
究
を
通
じ
て
地
歌
舞
伎
に
つ

い
て
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
の
で
、「
見
る
人
た
ち
に
姫

い
、
化
粧
を
し
て
、
大
学
内
の
施

設
を
借
り
て
公
演
を
し
ま
し
た
。

友
達
か
ら
は
「
初
め
て
見
た
け
ど

お
も
し
ろ
か
っ
た
」「
知
っ
て
い
る

人
が
演
じ
て
い
て
楽
し
か
っ
た
」

と
言
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
。

地
歌
舞
伎
の
魅
力
は
温
か
さ

　
地
歌
舞
伎
は
、
演
じ
る
の
も
見

る
の
も
身
近
な
人
た
ち
。
舞
台
と

客
席
も
近
く
、
誰
が
来
て
い
る
の

か
も
分
か
り
ま
す
。
大
き
な
ホ
ー

ル
で
は
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
が
あ
る

こ
と
も
多
い
で
す
が
、
地
歌
舞
伎

で
は
普
通
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

そ
の
分
、
み
ん
な
目
の
前
の
舞
台

を
一
生
懸
命
見
て
く
れ
る
ん
で
す

特
に
飯
地
の
五
毛
座
で
は
、
演
者

と
観
客
が
一
緒
に
な
っ
て
雰
囲
気

を
作
る
温
か
さ
を
感
じ
ま
す
。
そ

れ
が
、
地
歌
舞
伎
の
魅
力
の
一
つ

だ
と
思
い
ま
す
。

関
わ
り
続
け
た
い

　
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
芸
能
が

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
悩
ま
さ

れ
て
い
ま
す
。
私
も
今
は
地
元
を

離
れ
て
い
て
直
接
携
わ
る
こ
と
は

難
し
い
で
す
が
、
公
演
が
あ
れ
ば

帰
省
し
て
、
少
し
で
も
関
わ
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
学
で
、

全
国
の
地
歌
舞
伎
を
学
び
な
が
ら

伝
統
文
化
の
継
承
と
発
展
の
ヒ
ン

ト
を
見
つ
け
、
い
つ
か
地
元
に
還

元
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

大学での学びを、いつか地元に還元したい

串
原
小
学
校

総
合
学
習
で
５
・
６
年
生
が
学
ぶ

　
串
原
小
学
校
で
は
、
地
歌
舞
伎

を
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
に
位
置
付

け
、
５
年
生
と
６
年
生
が
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
、
授
業
と
し
て

学
ん
で
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
５
年
生
に
な

る
と
歌
舞
伎
に
つ
い
て
自
ら
調
べ

仲
間
に
発
表
し
な
が
ら
理
解
を
深

め
ま
す
。
さ
ら
に
、
９
月
か
ら
稽

古
を
重
ね
、
11
月
の
ふ
る
さ
と
祭

り
で
子
ど
も
歌
舞
伎
と
し
て
披
露

し
ま
す
。

　
２
年
間
か
け
て
じ
っ
く
り
学
ぶ

た
め
、
子
ど
も
た
ち
に
は
「
地
歌

舞
伎
は
串
原
の
伝
統
」
と
い
う
意

識
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
の
世
代
の
担
い
手
と
な
る

　
　
　
子
ど
も
た
ち
に
地
歌
舞
伎

を
伝
え
、
伝
統
を
つ
な
ぐ
取
り
組

み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
各
保
存
会
が
学
校

と
共
に
行
っ
て
い
る
活
動
の
う
ち

東
野
と
串
原
の
例
を
紹
介
し
ま
す

さ
ら
に
、
地
歌
舞
伎
を
学
ぶ
大
学

生
の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

次

楽しかった歌舞伎クラブ 東野小学校６年生の千藤愛
あい

莉
り

さん（左）と青木香
か り な

里南さん（右）。３年
間ずっと歌舞伎クラブを選択し「歌舞伎大好き！」と声をそろえます

　みんなに体験してもらいたい
　今年度は、拍子木を鳴らす「附

つ

け打ち」を担当しました。見所で
音を出すので全体を把握しなくて
はならず、緊張しました。
　地歌舞伎は、せりふを覚えるの
が大変だけど、やってみるとすご
く楽しい。歌舞伎クラブに参加す
ることが地域の文化を守ることに
つながっていると思うと、それも
うれしかったです。下の学年の子
たちにも、一度は体験してもらい
たいなと思います。

　この楽しさを忘れずにいたい
　保存会に入っている祖母の役者
姿を見て、小さい頃から「かっこ
いいな」と思っていました。自分
がやってみると、衣装やかつらが
窮屈で苦しいことも…。でもお客
さんが名前を呼んでくれるとうれ
しいし、演じ終わると達成感でい
っぱい。本当に楽しかったです。
　これでクラブは卒業ですが、こ
の楽しさをずっと忘れずにいたい
し、声をかけてもらったときは、
また舞台に立ちたいです。

瀧夜叉姫の物語とは
平将門の娘とされる瀧夜叉姫は、人を惑わす「妖

ようじゅつ

術」を
使う人物として物語に登場します。地歌舞伎で演じられ
る「蟇

がま

妖術瀧夜叉姫　筑波山岩屋の場」では、妖術を使
って巨大なガマガエルとなった瀧夜叉姫が、源頼光の家
臣と争います。

。

東
野
小
学
校

ク
ラ
ブ
活
動
で
４
～
６
年
が
学
ぶ

　
東
野
小
学
校
で
は
、
４
年
生
以

上
が
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
ク
ラ
ブ
は
３
種
類
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
は
好
き
な
も
の
を
選

択
し
ま
す
。
本
年
度
、
歌
舞
伎
ク

ラ
ブ
に
は
12
人
が
参
加
。
年
に
10

回
ほ
ど
地
歌
舞
伎
を
学
ん
で
い
ま

す
。

　
稽
古
に
は
、
東
野
歌
舞
伎
保
存

会
が
当
た
り
、
毎
年
秋
に
行
わ
れ

る
東
野
歌
舞
伎
公
演
と
、
学
校
で

の
ク
ラ
ブ
発
表
会
が
披
露
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
11
月
に
行
わ
れ
た
ク
ラ
ブ
発
表

会
で
は
、
一
年
間
の
成
果
を
堂
々

と
発
表
。
そ
れ
を
見
た
３
年
生
か

ら
は
「
来
年
は
私
も
歌
舞
伎
ク
ラ

ブ
に
入
り
た
い
」
と
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

、。

。

。

。 、

東野小学校歌舞伎クラブ

串原子ども歌舞伎

五毛座での瀧夜叉姫

五毛座
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日本一！

 よっ
あいり

かりな！

山岡歌舞伎保存会　　　　  水野志 090-1412-3851
　古くは神社に舞台が作られ、終戦後は祭礼などで地
歌舞伎が楽しまれていたという。
　保存会は平成７年
に結成され、毎年の
自主公演を行ってき
た。現在は、市伝統
芸能大会などへの出
演と、子ども歌舞伎
の指導を行っている

明智町歌舞伎保存会　　 　　 堀志 090-2681-4345
　大正時代には劇場「常

とき

盤
わ

座」があり、地歌舞伎や演劇
が盛んに行われていた。昭和58年の明智文化センター
建設を機に保存会が
結成された。
　隔年で自主公演を
行ってきたがコロナ
禍で中断、令和６年
に地域の協力を得て
公演を行った。

　
　
　
め
て
の
方
も
楽
し
め
る
ポ

　
　
　
イ
ン
ト
を
解
説
。
ぜ
ひ
公

演
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い

恵那歌舞伎保存会　　　　　鈴木志 25-6505（代表）
　恵那ライオンズクラブ会員がメンバーの保存会。平
成９年に、クラブの役員引き継ぎを「白波五人男」の
口上で行ったことが
保存会の継承につな
がった。市伝統芸能
大会への出演や客演
などの活動をしてい
る。練習場所は市福
祉センターなど。　　

東野歌舞伎保存会　　　　  渡辺志 090-4850-1918
　かつては歌舞伎小屋「恵

え

東
とう

座」があり、盛んに地歌
舞伎が演じられていたという。小屋は解体されたが、
平成３年に有志で保
存会が結成されて復
活した。小学校のク
ラブ指導と、毎年11
月第４日曜日の公演
各種イベントへの参
加などをしている。

三郷歌舞伎保存会　　　　  小林志 090-2262-9650
　歌舞伎小屋「宮盛座」を拠点に活動。歌舞伎愛好家
の団体から保存会に発展したが、会員数の減少で活動
できず、小学校のク
ラブ指導を行いなが
ら会を続けてきた。
　令和４年から保存
会への参加を呼びか
け、本年度宮盛座で
の公演が実現した。　　

飯地五毛座歌舞伎保存会  　  肥田志090-7697-4108
　昭和27年に結成された同好会が前身。国の登録有
形文化財にも登録されている歌舞伎小屋「五毛座」を
拠点に活動。地域の

「祭りや敬老会の他、
隔年で自主公演を行
う。子ども歌舞伎だ
けでなく笠周地域の
中学生にも声をかけ
て活動している。

上矢作町歌舞伎保存会　　  安藤志 080-1771-5289
　昭和 31年に保存会結成。休止期間を経て、昭和50
年に活動を再開、自主公演を行っていた。その後、数
回の活動休止があり
ながらも、平成14年
に復活公演を行い、
平成 25年まで大会
を隔年で開催した。
　現在は活動を休止
している。

串原歌舞伎保存会　　　　　  堀志 090-1099-6134
　江戸中期に始まり、最盛期には地区ごとに歌舞伎小
屋が建てられ、一座を組んで巡業に出ていたという。
　保存会は、昭和46
年に結成された。昭
和56年から小学校
で指導を行う他、毎
年11月第３日曜日に
に地域の祭りで公演
を行っている。

●
メ
イ
ク

　
歌
舞
伎
の
メ
イ
ク
は
「
隈く
ま
ど
り取
」

と
呼
ば
れ
、
役
柄
に
よ
っ
て
色
や

形
が
異
な
り
ま
す
。
白
い
化
粧
に

赤
や
黒
の
線
を
描
い
て
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
個
性
や
感
情
を
強
調
し

て
い
ま
す
。

初

●
観
客
が
盛
り
上
げ
る

　
地
歌
舞
伎
で
は
「
日
本
一
」
な

ど
と
客
席
か
ら
声
を
か
け
る
「
大お

お

向む

こ
う
」
で
、
観
客
も
舞
台
を
盛

り
上
げ
ま
す
。

　
特
に
、
役
者
に
向
か
っ
て
小
銭

を
投
げ
る
「
お
ひ
ね
り
」
は
、
地

歌
舞
伎
な
ら
で
は
の
楽
し
み
で
す

●
決
め
ポ
ー
ズ

　
歌
舞
伎
に
は
「
見み

え得
」
と
い
う

特
別
な
ポ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
強

い
感
情
を
表
す
た
め
に
、
手
や
足

を
大
き
く
動
か
し
て
、
動
き
を
止

め
る
演
技
で
す
。

　
演
技
が
最
も
盛
り
上
が
る
と
こ

ろ
な
の
で
、
お
見
逃
し
な
く
！

市文化振興会所属の８保存会を紹介します。地元でなくても参加OK！　まずは稽古を見学しませんか。

●
音
楽
や
効
果
音

　
歌
舞
伎
で
は
、
独
特
の
音
楽
や

効
果
音
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
語
り
の
声
や
三
味
線
の
音
で
感

情
の
変
化
を
表
現
し
た
り
、
見
得

の
と
き
に
は
、
木
の
板
で
音
を
出

す
「
附
け
」
を
使
っ
て
、
雰
囲
気

を
盛
り
上
げ
た
り
し
ま
す
。

●
舞
台

　
舞
台
に
は
、正
面
の
「
本
舞
台
」

と
、
客
席
か
ら
舞
台
下
手
側
に
つ

な
が
る
「
花
道
」
が
あ
り
ま
す
。

花
道
は
、
役
者
の
入
退
場
に
使
わ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
演
目
に
よ
っ

て
城
の
廊
下
に
も
海
に
も
変
化
し

さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
果
た
し
ま
す

　
市
内
に
は
、
宮
盛
座
と
五
毛
座

と
い
う
二
つ
の
芝
居
小
屋
（
歌
舞

伎
小
屋
）
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

●
ス
ト
ー
リ
ー

　
歌
舞
伎
の
演
目
に
は
、
仇あ

だ

討
ち

や
心
中
事
件
、
時
代
劇
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
物
語
が
あ
り
、
踊
り
を

主
体
と
し
た
舞
踊
も
あ
り
ま
す
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
、
事
前

に
ス
ト
ー
リ
ー
を

知
っ
て
お
く
の
が

お
勧
め
で
す
。

楽 しむ

●公演に行ってみよう！

。

。

。、

問

問

問

問

問

問

問

問

隈取ぬり絵が
ダウンロードできる

赤＝正義感や勇気
青＝悪人や怨霊
茶＝人間以外の鬼など

隈取の色マメ知識

◀文化デジタル
ライブラリー

（隈取とは）

本舞台

上手下手

附けや音楽は
この辺りで演奏

この辺りで立
ち止まって演
技することも

花
道

宮盛座歌舞伎公演
□とき　　３月２日㈰正午開場、午後０時半開演
□ところ　宮盛座（三郷町佐々良木57-3）
□内容　　飯地太鼓、東野歌舞伎保存会、三郷歌舞伎保存会
　　三郷歌舞伎保存会志090-2262-9650（小林）問

飯地五毛座歌舞伎公演
□とき　　４月12日㈯午後開演予定
□ところ　五毛座（飯地町185-1）
□内容　　笠周三町子ども歌舞伎、飯地五毛座歌舞伎保存会
　　飯地五毛座歌舞伎保存会志 090-7697-4108（肥田）問

山岡芸能文化発表会
□とき　　12月７日㈰　※時間未定
□ところ　山岡農村環境改善センター
□内容　　山岡歌舞伎保存会
　　山岡歌舞伎保存会志 090-1412-3851（水野）問

市伝統芸能大会
□とき　　毎年２月中旬
□ところ　恵那文化センター大ホール
□内容　　各保存会の演目、市内名士による口上など
　　恵那文化センター志26-6916問

●市民講座で学んでみよう！

□とき　　６月10日㈫、24日㈫午後2時
□ところ　東野コミセン
□内容　　せりふ回しや「見得」の解説、おひねりの
　　　　　作り方、掛け声の出し方など
□申込開始日　４月19日㈯
※詳しくは、市民大学ガイドブックか
文化の窓ウェブサイトで確認ください　
　　東野コミセン志26-6924問

▲文化の窓
市民講座

。

、

公演は無料


